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2 全球 EPSの仕様 
従来の台風・週間・1か月 EPS と全球 EPSの
仕様を表 1 に示す。全球 EPS の実行頻度と予
測期間は従来のシステムのものを包含している。






報作業を支援するために、1 日最大 2 回（初期
時刻 06, 18UTC）、5.5 日先までの予測計算が
追加で実行される。 
全球 EPSのメンバー数は 11日先までの予測




期時刻とそれより 12, 24, 36時間前の初期時刻）
を組み合わせて 50 メンバーを構成する。 
全球 EPS の予報モデルは、GSM1304（下河
邉 ・ 古河 2012; 室井 ・ 松下 2013 ） か ら
GSM1603E（新保 2017; 山口 2017）と呼ばれる
バージョンへ更新された。これにより、GSM の
力学過程と物理過程における GSM1403（米原




算量の増加を抑制するため約 55 km と粗くして
いる。台風・週間 EPS と比較すると水平格子間
隔の変更はないが、1か月 EPS と比較すると 18
日先までの予測計算では従来の約 55 km から
高解像度化された。一方、鉛直層と最上層の気
圧は、それぞれ 60層、0.1 hPaから 100層、0.01 
hPaに増強・延長された。 
全球 EPSの初期摂動には特異ベクトル（SV）
法（Buizza and Palmer 1995）と局所アンサンブ




いる手法である。全球 EPSの SV 法では、週間

























3 台風・週間 EPS との比較 











また、夏期（2015 年 6 月 22 日から 10 月 11
日）と冬期（2015 年 11 月 22 日から 2016 年 3






（約 55 km）格子における平均降水量 1 mm/day 
以上の降水予測に対する、対解析雨量のブラ







4 1か月 EPS との比較 
従来の 1 か月 EPS との比較は、1981～2010
年を対象とした再予報の結果を用いて行った。
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支援業務 台風情報 週間天気予報 早警*1 と 1か月予報 左記のすべて 










11日 土・日曜日は 18日、 
火・水曜日は 34日 
00,12UTCは 11日、 
 土・日曜日は 18日、 
 火・水曜日は 34日 
 先まで延長 
06,18UTCは 5.5日 
メンバー数 25 27 50(25×連続2初期時刻） 11日先まで 27、その後 13 
モデル GSM1304 GSM1603E 
水平分解能・
鉛直層数 
TL479L60(約 40km) TL319L60(約 55km) TL479L100（~18日） 
TL319L100（18日~） 
大気初期値 全球速報解析値 







SST気候値 NOAA OI-SST月平均気候値 MGDSST日別気候値 MGDSST日別気候値 





大気初期摂動 SV法 SV法*3 BGM法 SV法+LETKF 
モデル摂動 確率的物理過程強制法 確率的物理過程強制法 
境界摂動 （なし） 海面水温摂動 
*1 北緯 0-60度、東経 100-180度の領域に現在もしくは 1日以内に台風があると予想される場合に実行 
*2 早警：異常天候早期警戒情報 















図 2 0.5625 度（約 55 km）格子における平





図 3 夏期間の 200 hPa 気圧面速度ポテンシャルの平均誤差（陰影）とモデル平年値（等値線）[106 
m2/s]（予測 3～30日目の 28日平均場）。左は 1か月 EPS、右は全球 EPSのもの。 
1か月 EPS 全球 EPS 
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